
 

 

 
 

 

平成 25 年度第 2 四半期（上半期）報告について 
 

平成 25 年 11 月 27 日  

ピーシーエー生命保険株式会社 

 

ピーシーエー生命保険株式会社（本社：東京都港区、代表執行役社長: 加藤 隆）は本日、平成 25

年度第 2 四半期（上半期）報告を発表いたしました。業績ハイライトは以下のとおりです。 

 

≪業績ハイライト≫ 
 
ソルベンシー・マージン比率は 871.7％、実質資産負債差額は 295 億円 

ソルベンシー・マージン比率は 871.7％となり、引き続き十分な保険金支払い余力を確保していま

す。また、実質的な自己資本を示す指標である実質資産負債差額は 295 億円と、こちらも十分な  

水準を確保しています。 

 

中間基礎利益は黒字、純資産は 188 億円に増加 

当中間期は、基礎利益 721 百万円と黒字を確保しました。また、純資産は 188 億円に増加しました。 

 

業績詳細につきましては、別紙をご参照ください。 

 

本件に関するお問い合わせ先： 

ピーシーエー生命保険株式会社 

ビジネスアナリシス部  

広報担当 篠原 田辺 

TEL: 03-6800-0520 

 

ピーシーエー生命保険株式会社について： 

ピーシーエー生命保険株式会社は、英国で設立されたプルーデンシャル社（「英国プルーデンシャル社」）の間接子会社で

す。英国プルーデンシャル・グループは、英国プルーデンシャル社とその子会社および関連会社から構成され、世界各国で

保険やその他の金融サービス事業を展開する世界有数の金融サービスグループです。165年の歴史を持ち、2013年6月  

30日現在その運用資産は4,270億ポンド（約64.4兆円、1ポンド＝150.850円）にのぼります。英国プルーデンシャル・グループ

は 、 主 に 米 国 で 事 業 を 展 開 し て い る プ ル デ ン シ ャ ル  フ ァ イ ナ ン シ ャ ル 社 と は な ん ら 関 係 が あ り ま せ ん 。 
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平成２５年１１月２７日 
ピーシーエー生命保険株式会社 

 
 
 
 
 
 

ピーシーエー生命保険株式会社（本社：東京都港区、代表執行役社長：加藤 隆）の

平成２５度第２四半期（上半期）の業績は添付のとおりです。 

 

※ 資料中、「第２四半期（上半期）」は「４月１日～９月３０日」を表しております。 
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１．主要業績

（１）保有契約高及び新契約高

・保有契約高　  （単位：千件、億円、％）

119 96.4 1,564 91.8

10 93.9 542 98.1

－ － － －

－ － － －

（注）

・新契約高　  （単位：千件、億円、％）

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

（注）

団体年金保険

件　数 金　額

前年度
末比

前年度
末比

金　額

－

平成２５年度
第２四半期（上半期）

平成２４年度
第２四半期（上半期）

区　　分

個 人 保 険

個人年金保険

団 体 保 険

個人年金保険の金額は、年金支払開始前契約と年金支払開始後契約の責任準備金です。
ただし、個人変額年金保険については、保険料積立金を計上しています。

－

平成２４年度末

件　数 金　額

－ －

123 1,705

11 552

平成２５年度
第２四半期（上半期）末

個人年金保険の新契約の金額は、契約時における保険料積立金です。

件　数 金　額

前年
同期比

新契約
転換によ
る純増加

前年
同期比

件　数

区　　分

個 人 保 険

新契約
転換によ
る純増加

個人年金保険

団 体 保 険

団体年金保険
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（２）年換算保険料                           　　　　　　　　　

・保有契約  （単位：百万円、％）

10,942 88.6

4,771 92.0

15,713 89.6

・新契約  （単位：百万円、％）

－ －

17 108.4

17 108.4

（注）１．

２．

（３）主要収支項目                           　　　　　　　　　  （単位：百万円、％）

5,888 4,408 74.9

1,531 7,755 506.2

10,836 12,245 113.0

2,498 18 0.7

（４）総資産                           　　　　　　　　　  （単位：百万円、％）

170,397 164,839 96.7総 資 産

区　　分 平成２４年度末
平成２５年度
第２四半期

（上半期）末

区　　分
平成２４年度
第２四半期
（上半期）

平成２５年度
第２四半期
（上半期） 前年同期比

前年度末比

保 険 料 等 収 入

資 産 運 用 収 益

保 険 金 等 支 払 金

資 産 運 用 費 用

96.2

平成２５年度
第２四半期

（上半期）末
平成２４年度末

3,597

前年度末比

9,695

4,390

14,085

3,461
うち医療保障・
生前給付保障等

19

平成２５年度
第２四半期
（上半期）

区　　分

個 人 保 険

合 計

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、
生前給付保障給付（特定疾病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由と
するものは除く。特定疾病罹患、介護等を事由とするものを含む）等に該当する部分の
年換算保険料を計上しています。

前年同期比
区　　分

うち医療保障・
生前給付保障等

年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ､
１年あたりの保険料に換算した金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した
金額）。

個 人 年 金 保 険

合 計

19

－－－

平成２４年度
第２四半期
（上半期）

－
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２．一般勘定資産の運用状況

（１） 運用環境

平成 25 年度上半期の日本の景気は、世界景気が徐々に持ち直しに向かっている

状況を背景として、緩やかに回復しつつある動きが見られるなかで推移しました。

期末に向けて、企業収益は大企業の製造業を中心に改善し、企業の状況判断および

雇用情勢に改善の動きが見られ、デフレ状況もなくなりつつある状況になりました。 

国内株式市場は、日銀の大規模な金融緩和策を受け、急速な円安進行も追い風に

期初から力強く上昇しました。その後、株式市場は相場の過熱感への警戒や具体策

に乏しかった政府の成長戦略を受けて大幅な調整局面を迎えたものの、欧米株の反

発や円安進行をきっかけに回復しました。期の後半には、米国の量的金融緩和縮小

や新興国の景気減速懸念の高まりから弱含む局面もありましたが、マクロ経済指標

の改善、2020 年の東京五輪開催決定や法人実効税率引き下げなどの政策期待から、

株式市場は上昇して期末を迎えました。この結果、平成 25 年 9 月末の日経平均株

価は、前年度末比 16.6%上昇の 14,455.80 円、TOPIX は同 15.4%上昇の 1194.10

となりました。

国内債券市場は、期初から日銀の異次元金融緩和に対する期待感などから大幅に

上昇して始まりました。しかしその後は米国の量的金融緩和縮小懸念の高まりを背

景に、米国債券市場が軟調になったことなどから大幅な調整局面を迎えました。こ

の間の動きを 10 年国債利回りでみると、0.5%台中盤で推移していたものが 0.3%台

前半まで低下し、その後一気に 1.0%近辺まで上昇するという非常に激しい動きとな

りました。その後は、海外債券市場が調整する中、日銀の国債買入れオペなどが下

支え要因となり、債券市場は上昇基調で期末を迎えました。この結果、10 年国債利

回りは、平成 25 年 9 月末には 0.682%となり、前年度末と比べて 0.133%の上昇（債

券価格は低下）となりました。

海外株式市場は、期初から堅調な経済指標や企業決算および各国中央銀行による

一段の景気刺激策への期待を背景に上昇基調で始まりました。その後、米国の量的

緩和縮小観測の高まりや中国の景気鈍化懸念などから、一時的に調整局面を迎えま

した。期の後半には、米国の量的緩和縮小が見送られたうえ、米欧中などの主要国・

地域の成長回復期待などから株式市場は上昇しました。この結果、平成 25 年 9 月

末の海外主要国の株式指数は、米国 S&P500 種指数が 1,681.55、ドイツ DAX 指数

が 8,594.40、英国 FTSE 指数が 6,462.22 となり、それぞれ前年度末比で+7.2%、

+10.3%、+0.8%となりました。 
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海外債券市場は、期初に米国の雇用統計を初めとする米欧の景気指標が事前予想

を下回ったことなどから、米・独の長期金利は低下して始まりました。その後、景

気指標の改善や米国の金融緩和ペースの縮小観測の高まりなどから長期金利は上昇

しました。期の後半においても長期金利の上昇基調は続きましたが、期末にかけて

米国の金融緩和維持の決定や ECB（欧州中央銀行）総裁の追加金融緩和策実施の発

言などを受けて、米・独の長期金利は低下しました。この結果、平成 25 年 9 月末

の米国 10 年国債利回りは 2.614%、ドイツ 10 年国債利回りは 1.779%となり、前年

度末と比べて 0.763%、0.499%（債券価格はいずれも低下）となりました。 

外国為替市場は、期初から日銀が大規模な金融緩和強化策を発表したことなどを

背景に、円は米ドルやユーロに対して低下しました。その後、日銀の追加緩和に対

する期待が剥落したことや新興国を含む各国の資本市場の調整などを背景に、円は

上昇しました。期の後半には、円は米ドルに対してはもみあいながらやや上昇した

一方、ユーロに対しては、欧州域内の株式市場が堅調に推移したことなどからユー

ロが上昇し円は低下しました。平成 25 年 9 月末のドル円相場は、前年度末比 4 円 1

銭の円安ドル高の 98 円 23 銭となりました。また、対ユーロ相場は、前年度末比 12

円 7 銭の円安ユーロ高の 132 円 87 銭となりました。 

（２） 運用方針

当社では、生命保険契約の負債特性を踏まえ、長期にわたり安定的な収益を確保

できるポートフォリオを構築することを基本方針としています。このため、円貨建

の確定利付債券をポートフォリオの中核とし、有価証券による運用を基本として運

用計画を策定しております。また、経営の健全性を十分考慮し、許容できるリスク

の範囲内で、外国証券などをポートフォリオに組み入れることにより、収益の向上

を図っております。なお、外貨建資産につきましては、為替変動リスクに対してほ

ぼ全額ヘッジしています。

（３） 運用実績の概況

平成 25 年度上半期の一般勘定の運用においては、国内金利が低位で推移するな

か円貨建公社債への配分の一部を為替ヘッジ付きで外貨建資産に振り向けました。

また、外貨建資産においては、海外不動産を投資対象とする投資信託の利益確定を

行い、外国債券を投資対象とする投資信託を積み増しました。この結果、平成 25

年 9 月末の一般勘定資産に対する主な資産構成は、円貨建公社債（投資信託で保有

するものを含む）74.4%、外貨建の公社債および投資信託 20.8%、貸付金 0.8%とな

りました。国内外の株式（投資信託で保有するものを含む）は、保有しておりませ

ん。
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３．資産運用の実績（一般勘定）

（１）資産の構成

 （単位：百万円、％）

金　額 占　率 金　額 占　率

3,002 2.6 2,468 2.2

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

109,438 94.8 105,746 95.3

60,601 52.5 58,565 52.8

－ － － －

17,040 14.8 23,139 20.8

公 社 債 4,534 3.9 4,698 4.2

株 式 等 12,505 10.8 18,440 16.6

31,797 27.5 24,041 21.7

813 0.7 858 0.8

－ － － －

－ － － －

2,255 2.0 1,954 1.8

△ 24 △ 0.0 △ 25 △ 0.0

115,486 100.0 111,001 100.0

17,040 14.8 23,139 20.8

平成２５年度
第２四半期（上半期）末区　　　分

債券貸借取引支払保証金

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

金 銭 の 信 託

平成２４年度末

現預金・コールローン

買 現 先 勘 定

株 式

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

貸 付 金

公 社 債

有 価 証 券

合 計

う ち 外 貨 建 資 産

不 動 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金
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（２）資産の増減

 （単位：百万円）

△ 474 △ 534

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

△ 2,112 △ 3,692

△ 2,995 △ 2,035

－ －

△ 338 6,098

公 社 債 △ 107 163

株 式 等 △ 231 5,935

1,221 △ 7,755

△ 383 45

－ －

－ －

△ 391 △ 301

4 △ 1

△ 3,356 △ 4,484

△ 340 6,098

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

貸 付 金

不 動 産

う ち 外 貨 建 資 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

合 計

株 式

区　　　分
平成２４年度

第２四半期（上半期）
平成２５年度

第２四半期（上半期）

現 預 金 ・ コ ー ル ロ ー ン

買 現 先 勘 定

債 券 貸 借 取 引 支 払 保 証 金

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

公 社 債
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（３）資産運用収益  （単位：百万円）

835 1,009

0 0

822 999

13 9

－ －

0 0

－ －

－ －

－ －

37 2,000

0 1

－ －

8 1,707

28 291

－ －

654 22

－ 685

4 －

－ －

1,531 3,718

（４）資産運用費用  （単位：百万円）

0 0

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

605 －

－ 1

－ －

－ －

16 17

622 18合 計

国 債 等 債 券 評 価 損

株 式 等 評 価 損

外 国 証 券 評 価 損

そ の 他

有 価 証 券 償 還 損

金 融 派 生 商 品 費 用

為 替 差 損

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 付 金 償 却

賃 貸 用 不 動 産 等 減 価 償 却 費

そ の 他 運 用 費 用

有 価 証 券 評 価 損

平成２４年度
第２四半期（上半期）

平成２５年度
第２四半期（上半期）

支 払 利 息

商 品 有 価 証 券 運 用 損

金 銭 の 信 託 運 用 損

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 損

区　　　分

有 価 証 券 売 却 損

国 債 等 債 券 売 却 損

株 式 等 売 却 損

外 国 証 券 売 却 損

そ の 他

金 融 派 生 商 品 収 益

為 替 差 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 額

そ の 他 運 用 収 益

合 計

有 価 証 券 償 還 益

貸 付 金 利 息

不 動 産 賃 貸 料

そ の 他 利 息 配 当 金

商 品 有 価 証 券 運 用 益

金 銭 の 信 託 運 用 益

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 益

有 価 証 券 売 却 益

国 債 等 債 券 売 却 益

株 式 等 売 却 益

外 国 証 券 売 却 益

そ の 他

有価証券利息・配当金

区　　　分
平成２４年度

第２四半期（上半期）
平成２５年度

第２四半期（上半期）

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入

預 貯 金 利 息
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（５）売買目的有価証券の評価損益

該当ありません。

（６）有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）

 （単位：百万円）

差益 差損 差益 差損

599 608 9 9 － 299 304 4 4 －

60,001 65,108 5,106 5,107 0 58,265 62,603 4,337 4,357 19

－ － － － － － － － － －

43,338 48,837 5,498 5,498 － 44,756 47,180 2,424 2,494 70

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

13,277 17,040 3,762 3,762 － 21,963 23,139 1,175 1,246 70

公 社 債 3,625 4,534 909 909 － 3,855 4,698 842 842 －

株 式 等 9,652 12,505 2,852 2,852 － 18,107 18,440 332 403 70

30,061 31,797 1,736 1,736 － 22,792 24,041 1,248 1,248 －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

103,939 114,554 10,614 10,615 0 103,322 110,089 6,767 6,857 90

60,601 65,717 5,116 5,116 0 58,565 62,908 4,342 4,362 19

－ － － － － － － － － －

13,277 17,040 3,762 3,762 － 21,963 23,139 1,175 1,246 70

3,625 4,534 909 909 － 3,855 4,698 842 842 －

9,652 12,505 2,852 2,852 － 18,107 18,440 332 403 70

30,061 31,797 1,736 1,736 － 22,792 24,041 1,248 1,248 －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

（注）

　・時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券はありません。

（７）金銭の信託の時価情報　

該当ありません。

そ の 他

本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるもの等を含んでいます。

平成２４年度末 平成２５年度第２四半期（上半期）末

帳簿
価額

時　価
差　損　益

時　価
差　損　益

合 計

子会社・関連会社株式

そ の 他 有 価 証 券

外 国 証 券

そ の 他

そ の 他 の 証 券

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

帳簿
価額

公 社 債

株 式

満期保有目的の債券

責任準備金対応債券

区　　　分

譲 渡 性 預 金

公 社 債

株 式

買 入 金 銭 債 権

公 社 債

株 式 等

そ の 他 の 証 券

外 国 証 券

8 ピーシーエー生命保険株式会社



４．中間貸借対照表

金　額 金　額

5,371 4,750

161,802 156,930

( う ち 国 債 ) （ 60,601 ） ( 58,565 )

( う ち 外 国 証 券 ) （ 37,388 ） ( 43,010 )

813 858

保 険 約 款 貸 付 813 858

17 16

1,340 947

1,076 1,361

△24 △25

170,397 164,839

149,187 144,265

支 払 備 金 4,249 5,027

責 任 準 備 金 144,937 139,238

30 26

199 161

1,468 578

未 払 法 人 税 等 3 185

そ の 他 の 負 債 1,464 392

185 204

1,461 746

152,533 145,982

47,500 47,500

26,500 26,500

資 本 準 備 金 26,500 26,500

△ 60,173 △ 56,821

そ の 他 利 益 剰 余 金 △ 60,173 △ 56,821

繰 越 利 益 剰 余 金 △ 60,173 △ 56,821

13,826 17,178

4,037 1,678

4,037 1,678

17,863 18,856

170,397 164,839

（ 純 資 産 の 部 ）

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

負債及び純資産の部合計

株 主 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計

負 債 の 部 合 計

再 保 険 貸

そ の 他 資 産

貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

（ 負 債 の 部 ）

保 険 契 約 準 備 金

代 理 店 借

再 保 険 借

そ の 他 負 債

価 格 変 動 準 備 金

繰 延 税 金 負 債

代 理 店 貸

（単位：百万円）

平成２４年度末
要約貸借対照表

(平成２５年３月３１日現在)

平成２５年度
中間会計期間末

(平成２５年９月３０日現在)

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 貯 金

有 価 証 券

貸 付 金

期 別

科 目
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５．中間損益計算書

金　額 金　額

15,034 17,921

5,888 4,408

（ う ち 保 険 料 ） （ 4,523 ） （ 3,568 ）

1,531 7,755

（うち利息及び配当金等収入） （ 835 ） （ 1,009 ）

（ う ち 有 価 証 券 売 却 益 ） （ 37 ） （ 2,000 ）

（うち金融派生商品収益） （ 654 ） （ 22 ）

（うち特別勘定資産運用益） （ － ） （ 4,036 ）

7,613 5,757

（うち責任準備金戻入額） （ 7,568 ） （ 5,699 ）

14,724 14,333

10,836 12,245

（ う ち 保 険 金 ） （ 1,351 ） （ 747 ）

（ う ち 年 金 ） （ 66 ） （ 90 ）

（ う ち 給 付 金 ） （ 506 ） （ 545 ）

（ う ち 解 約 返 戻 金 ） （ 7,003 ） （ 9,424 ）

（ う ち そ の 他 返 戻 金 ） （ 141 ） （ 65 ）

37 777

支 払 備 金 繰 入 額 37 777

2,498 18

（ う ち 支 払 利 息 ） （ 0 ） （ 0 ）

（うち特別勘定資産運用損） （ 1,876 ） （ - ）

1,330 1,268

21 22

309 3,587

64 50

245 3,537

55 185

55 185

189 3,351

（単位：百万円）

平成２４年度中間会計期間 平成２５年度中間会計期間

平成２４年　４月　１日から 平成２５年　４月　１日から

平成２４年　９月３０日まで 平成２５年　９月３０日まで

経 常 収 益

保 険 料 等 収 入

資 産 運 用 収 益

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

保 険 金 等 支 払 金

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

資 産 運 用 費 用

事 業 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

中 間 純 利 益

特 別 損 失

税 引 前 中 間 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 合 計

期 別

科 目

期 別

科 目
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６．中間株主資本等変動計算書 （単位：百万円）

平成２４年度中間会計期間 平成２５年度中間会計期間
平成２４年４月　１日から 平成２５年４月　１日から

平成２４年９月３０日まで 平成２５年９月３０日まで

株主資本
資本金

当期首残高 47,500 47,500
当中間期変動額

当中間期変動額合計 － －
当中間期末残高 47,500 47,500

資本剰余金
資本準備金

当期首残高 26,500 26,500
当中間期変動額

当中間期変動額合計 － －
当中間期末残高 26,500 26,500

資本剰余金合計
当期首残高 26,500 26,500
当中間期変動額

当中間期変動額合計 － －
当中間期末残高 26,500 26,500

利益剰余金
その他利益剰余金

繰越利益剰余金
当期首残高 △ 64,262 △60,173
当中間期変動額

中間純利益 189 3,351
当中間期変動額合計 189 3,351

当中間期末残高 △ 64,072 △56,821
利益剰余金合計

当期首残高 △ 64,262 △60,173
当中間期変動額

中間純利益 189 3,351
当中間期変動額合計 189 3,351

当中間期末残高 △ 64,072 △56,821
株主資本合計

当期首残高 9,737 13,826
当中間期変動額

中間純利益 189 3,351
当中間期変動額合計 189 3,351

当中間期末残高 9,927 17,178
 評評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金
当期首残高 5,609 4,037
当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 643 △2,358
当中間期変動額合計 643 △2,358

当中間期末残高 6,253 1,678
評価・換算差額等合計

当期首残高 5,609 4,037
当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 643 △2,358
当中間期変動額合計 643 △2,358

当中間期末残高 6,253 1,678
 純純資産合計

当期首残高 15,347 17,863
当中間期変動額

中間純利益 189 3,351
株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 643 △2,358
当中間期変動額合計 833 993

当中間期末残高 16,181 18,856
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注記事項（中間貸借対照表関係） 

平成 25 年度中間会計期間末 

１. 重要な会計方針
(1) 有価証券（現金及び預貯金のうち有価証券に準じるものを含む）の評価は、売買目的有価証券については時価

法（売却原価の算定は移動平均法）、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、
「保険業における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会
業種別監査委員会報告第21号）に基づく責任準備金対応債券については移動平均法による償却原価法（定額
法）、その他有価証券については9月末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法）によっ
ております。 
なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

(2) デリバティブ取引の評価は時価法によっております。 

(3) 有形固定資産の減価償却の方法は定率法を採用しております。 
なお、その他の有形固定資産のうち取得価額が10万円以上20万円未満のものについては、3年間で均等償却を
行っております。 

(4) 無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却の方法は、利用可能期間に基づく定額法によ
っております。 

(5) 外貨建資産・負債は、9月末日の為替相場により円換算しております。 

(6) 貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。破産、民事
再生等、法的形式的な経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻先」という）に対する債権及び実質
的に経営破綻に陥っている債務者（以下「実質破綻先」という）に対する債権については、債権額から担保の
回収可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現状、経営破
綻の状況にはないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（以下「破綻懸念先」という）
に対する債権については、債権額から担保の回収可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残
額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。上記以外の債権について
は、過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を計上しておりますが、
過去の一定期間における貸倒実績がない債権については、格付機関が公表しているデフォルト率を債権額に乗
じた額を計上しております。 
すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監
査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。 

(7) 価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。 

(8) ヘッジ会計の方法は、「金融商品に関する会計基準」（平成20年3月10日企業会計基準委員会）に従い、外貨建
のその他有価証券に対する為替変動リスクのヘッジとして時価ヘッジを行なっております。 
なお、ヘッジの有効性の判定は、ヘッジ対象とヘッジ手段の時価変動を比較する比率分析によっております。

(9) 消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。 

(10) 責任準備金は、保険業法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については次の方式により計算
しています。 
① 標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が定める方式（平成8年大蔵省告示第48号）
② 標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式。ただし、特別勘定にかかる保険料積

立金については、保険業法施行規則第69条第4項第3号に定める方式。
また、将来にわたっての健全性を確保するための追加責任準備金を1,673百万円積み立てております。 

２. 主な金融商品及び金融負債に係る貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

(単位：百万円) 
貸借対照表 
計上額 

時価 差額 

現金及び預貯金 4,750 4,750 －
有価証券 
売買目的有価証券 51,184 51,184 －
満期保有目的債券 299 304 4
責任準備金対応債券 58,265 62,603 4,337
その他有価証券 47,180 47,180 －

貸付金 
保険約款貸付 858
貸倒引当金(*1) △0

計 858 858 －
金融派生商品(*2) 

ヘッジ会計が 
適用されているもの 

288 288 －

(*1) 貸付金に対する貸倒引当金を控除しております。 
(*2) デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。 
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(注) 金融商品の時価の算定方法に関する事項 
① 現金及び預貯金

預貯金は短期で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。
② 有価証券

債券の時価は日本証券業協会が公表する公社債店頭売買参考統計値又は取引金融機関から提示された価格に
よっております。
投資信託の時価は公表されている基準価格によっております。

③ 貸付金
保険約款貸付は、当該貸付を解約返戻金の範囲内に限るなどの特性により返済期限を設けておらず、返済見込
み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、帳簿価額を時価としてお
ります。

④ 金融派生商品
為替予約取引の時価については、先物為替相場によっております。

３. 貸付金のうち、破綻先債権、延滞債権、3ヵ月以上延滞債権及び貸付条件緩和債権の合計額は0百万円であります。
なお、それぞれの内訳は以下のとおりであります。
(1) 貸付金のうち、破綻先債権及び延滞債権はありません。

なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は
利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（貸倒償却を行った部分を
除く。以下「未収利息不計上貸付金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第1項
第3号のイからホまでに掲げる事由又は同項第4号に規定する事由が生じている貸付金であります。 
また、延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ること
を目的として利息の支払を猶予した貸付金以外の貸付金であります。 

(2) 貸付金のうち、3ヵ月以上延滞債権額は0百万円であります。 
なお、3ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日を起算日として3ヵ月以上延滞して
いる貸付金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。 

(3) 貸付金のうち、貸付条件緩和債権はありません。 
なお、貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建または支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支
払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他債務者に有利となる取決めを行ったもので、破綻先債権、延滞債権
及び3ヵ月以上延滞債権に該当しない貸付金であります。 

４. 保険業法第118条に規定する特別勘定の資産の額は53,842百万円であります。なお、負債の額も同額であります。

５. 再保険貸は、修正共同保険式再保険に係わる再保険貸925百万円を含んでおります。

６. 保険業法施行規則第71条第1項に規定する再保険を付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備金」とい
う。）の金額は28百万円であります。

７. 保険業法第259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当中間会計期間末における当社の今後の負担見
積額は296百万円であります｡
なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。

８. 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。
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注記事項（中間損益計算書関係） 

平成 25 年度中間会計期間 

１. 有価証券売却益の内訳は、国債等債券292百万円、外国証券1,707百万円であります。

２. 責任準備金戻入額の計算上、差し引かれた出再責任準備金戻入額の金額は3百万円であります。

３. 利息及び配当金等収入の内訳は、以下のとおりであります。

預貯金利息 0百万円 

有価証券利息・配当金 999 百万円 

貸付金利息 9百万円 

その他利息配当金 0百万円 

計 1,009 百万円 

４. 1株当たり中間純利益は2,264円84銭であります。

５. 再保険収入には、修正共同保険式再保険に係わる出再保険事業費受入57百万円を含んでおります。

６. 当中間会計期間における固定資産の減損損失に関する事項は、次のとおりであります。
当社は、保険営業等の用に供している固定資産について、保険営業全体で1つの資産グループとしております。

現在、保険契約の新規募集を停止しており、将来のキャッシュ・フローがマイナスになると予想されることから、

上記の資産グループの帳簿価格全額を減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、特別損失に計上した金額と主な固定資産の種類ごとの減損損失の内訳は、以下のとおりであります。

器具及び備品 3百万円 

自社利用のソフトウェア  27 百万円 

計 30百万円 

７. 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

注記事項（中間株主資本等変動計算書関係） 

平成 25 年度中間会計期間 

１. 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類 
当期首 
株式数 

当中間期 
増加株式数 

当中間期 
減少株式数 

当中間期末 
株式数 

普通株式 1,480千株 －千株 －千株 1,480千株

２. 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。
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７．経常利益等の明細（基礎利益）
 （単位：百万円）

基礎利益　    　　　　　　　Ａ 73 721

キャピタル収益 792 2,862

金 銭 の 信 託 運 用 益 － －

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 益 － －

有 価 証 券 売 却 益 35 1,929

金 融 派 生 商 品 収 益 654 22

為 替 差 益 － 685

そ の 他 キ ャ ピ タ ル 収 益 102 225

キャピタル費用 605 －

金 銭 の 信 託 運 用 損 － －

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 損 － －

有 価 証 券 売 却 損 － －

有 価 証 券 評 価 損 － －

金 融 派 生 商 品 費 用 － －

為 替 差 損 605 －

そ の 他 キ ャ ピ タ ル 費 用 － －

キャピタル損益　　　　　　　Ｂ 186 2,862

キャピタル損益含み基礎利益　Ａ＋Ｂ 260 3,584

臨時収益 49 5

再 保 険 収 入 － －

危 険 準 備 金 戻 入 額 46 5

個 別 貸 倒 引 当 金 戻 入 額 3 －

そ の 他 臨 時 収 益 － －

臨時費用 － 2

再 保 険 料 － －

危 険 準 備 金 繰 入 額 － －

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 － 2

特定海外債権引当勘定繰入額 － －

貸 付 金 償 却 － －

そ の 他 臨 時 費 用 － －

臨時損益　　　　　　　　　　Ｃ 49 3

経常利益　　　　　　　　　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ 309 3,587

(注)  1.

2.

平成２４年度
第２四半期（上半期）

中間損益計算書上で利息及び配当金等収入として計上した金額のうち、キャピタル収益に該当する金額を
その他キャピタル収益として記載しております。また同額を基礎利益から控除しております。

平成２５年度
第２四半期（上半期）

中間損益計算書上で有価証券売却益として計上した金額のうち、インカム収益に該当する金額を基礎利益
に含めて記載しております。また同額をキャピタル収益の有価証券売却益から控除しております。
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８．債務者区分による債権の状況
 （単位：百万円、％）

平成２４年度末
平成２５年度

第２四半期(上半期)末

－ －

－ －

0 0

0

820 868

820 868

(注) 1.

2.

3.

4.

合 計

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に
従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

要管理債権とは、３カ月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金です。なお、３カ月以上延滞貸付金とは、
元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３カ月以上遅延している貸付金（注１及び２に掲げる債
権を除く。）、条件緩和貸付金とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減
免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金
（注１及び２に掲げる債権並びに３カ月以上延滞貸付金を除く。）です。

正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から３までに掲げる
債権以外のものに区分される債権です。

区　　分

(　　　　　0.0)

0

（　　　　　 0.0） 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始又は再生手続開始の申立て等
の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

破産更正債権及びこれらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

小 計

（ 対 合 計 比 ）

正 常 債 権
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９．リスク管理債権の状況
 （単位：百万円、％）

平成２４年度末
平成２５年度

第２四半期(上半期)末

－ －

－ －

0 0

－ －

0 0

(注) 1.

2.

3.

4. 貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支
払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行ったもので、破綻先債
権、延滞債権及び３ヵ月以上延滞債権に該当しない貸付金です。

区　　分

（ 貸 付 残 高 に 対 す る 比 率 ） (　　　　　0.0) (　　　　　0.0)

破 綻 先 債 権 額

延 滞 債 権 額

３ ヵ 月 以 上 延 滞 債 権 額

貸 付 条 件 緩 和 債 権 額

合 計

破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又
は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（未収利息不計
上貸付金）のうち、会社更生法、民事再生法、破産法、会社法等による手続き申立てにより法的倒産
となった債務者、又は手形交換所の取引停止処分を受けた債務者、あるいは、海外の法律により上記
に準ずる法律上の手続き申立てがあった債務者に対する貸付金です。

延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、上記破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図
ることを目的として利息の支払を猶予したもの以外の貸付金です。

３ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ヵ月以上遅延しているもの
で、破綻先債権、延滞債権に該当しない貸付金です。
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１０．ソルベンシー・マージン比率
 （単位：百万円）

平成２４年度末
平成２５年度
第２四半期

（上半期）末

ソルベンシー・マージン総額　（Ａ） 23,120 23,270

資 本 金 等 13,826 17,178

価 格 変 動 準 備 金 185 204

危 険 準 備 金 1,027 1,021

一 般 貸 倒 引 当 金 3 2

その他有価証券の評価差額×９０％ （マイナスの場合１００％） 4,948 2,182

土 地 の 含 み 損 益 × ８ ５ ％ （マイナスの場合１００％） － －

全期チルメル式責任準備金相当額超過額 3,128 2,681

負 債 性 資 本 調 達 手 段 等 － －

－ －

控 除 項 目 － －

そ の 他 － －

 （Ｂ） 4,805 5,338

保 険 リ ス ク 相 当 額 Ｒ1 561 550

第三分野保険の保険リスク相当額 Ｒ8 229 224

予 定 利 率 リ ス ク 相 当 額 Ｒ2 660 651

資 産 運 用 リ ス ク 相 当 額 Ｒ3 3,448 4,076

最 低 保 証 リ ス ク 相 当 額 Ｒ7 467 376

経 営 管 理 リ ス ク 相 当 額 Ｒ4 161 176

962.2% 871.7%

１．

２．「資本金等」は貸借対照表の「純資産の部合計」から評価・換算差額等合計を控除した額を記載しています。

３．「最低保証リスク相当額 Ｒ7」は標準的方式を用いて算出しています。

上記は、保険業法施行規則第８６条、８７条、及び平成８年大蔵省告示第５０号の規定に基づいて算出してい
ます。

項　　　目

リスクの合計額　 　 　　　　　　　　　　　

ソルベンシー・マージン比率

(注)

全期チルメル式責任準備金相当額超過額及び負債性資本調達手段
のうち、マージンに算入されない額・・・

4
2

732
2

81 )()( RRRRRR 

（Ａ）
（１/２）×（Ｂ）× １００
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１１．特別勘定の状況

（１）特別勘定資産残高の状況

 （単位：百万円）

（２）保有契約高

・個人変額保険

該当ありません。

・個人変額年金保険  （単位：千件、百万円）

件　数 件　数

10 10

10 10

（注）

１２．保険会社及びその子会社等の状況

該当ありません。

（参考）証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況

該当ありません。

区　　　分

個 人 変 額 保 険

個 人 変 額 年 金 保 険

団 体 年 金 保 険

53,842特 別 勘 定 計

平成２５年度
第２四半期（上半期）末

平成２４年度末

53,84254,912

－

－－

個人変額年金保険については、決算日時点で特別勘定投入前の契約における契約高、
及び決算日時点の特別勘定残高の合計です。

－

区　　　分

個 人 変 額 年 金 保 険

合　　　計

54,876

54,876

53,792

53,792

金　額金　額

平成２４年度末
平成２５年度

第２四半期（上半期）末

54,912
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